










氏) 田 中 黙)
た なか ひろし
学 位 の 種 類 文 学 博 士
学 位 記 番 号 論 文 博 第 7 号
学位授与の日付 昭 和 39 年 6 月 23 日
学位授与の要件 学 位 規 則 第 5 条 第 2 項 該 当
学位論文題 目 倫 理 学 研 究
(主 査)
論文調査委員 教 授 島 芳 夫 教 授 高 田 三 郎 教 授 野 田 文 夫
論 文 内 容 の 要 旨
主論文 ｢倫理学研究｣ の内容は我汝の主体的呼応関係を基礎にして道徳現象を解明することにある｡ 論
文は前篇 ･原論と後篇 ･各論に分れ, 前荒は ｢倫理の現実と現実的倫理学｣, ｢実質的価値倫理学の概念｣,
｢倫理感情の現象学的本質分析｣, ｢政治論及び政策論と世界観学｣, ｢現実存在と我汝の双歓｣, ｢社会倫理
学と実存主義の立場｣ の六篇より成り, 後篇は ｢倫理学の性格｣, ｢家族道徳に関する問題｣, ｢社会道徳に
関する諸問題｣, ｢国家道徳に関する諸問題｣ の四篇より成る｡ 前篇においてほ先ず著者は, 従来の倫理学
的反省の方法には主体的人間を客観的事物として考察する擬物観とも言うべきものが存在し, デカル トの
物心二元論はその著明な一例である, それは一方では認識主観を純粋に観るだけの眼とし, 無時間化, 先
験的形式化, 無世界化することによって人間固有の主体性を見失い, これを客観化するということ, 道徳
の存在する場は主体とその関係にあるから, かかる擬物観的方法では理解され得ないこと, かくして倫理
の現実は実存主義の立場から考察さるべきことを主張するO 次に著者はマックス ･シェ- ラーの実質的価
値倫理学と彼の倫理的感情の現象学的分析及びその政治 ･社会評論の綿密な研究を通して自己の立場を明






衝動的実在因子を抑制 ･解放 ･指導する機能を有するものとし, 理念因子と実在因子とめ協働 ･牽勧関係
において上部 ･下部構造論を修正し, 精神主義と自然主義, 観念論と実在論の調停を試みていることを力
説する｡ 次いで著者は本論の中心､を成す我と汝の人間関係論を論述する｡ 先ず倫理的現実性とは何かが問
題になるが, 著者はこれを我と汝が相互に双歓 ･呼応する人間関係にあるとし, かかる人間関係を強調す
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る恩恵は西欧においてフォイエ/レバッハを始め, フッセ/レ, 5/ ェ- ラ- , ハイデッガ- , ヤスパース等
の現象学者, 実存主義者の中に見出され, 更に, ブ- バ- , ゴーガルテン, ハイム等の神学者によって発
展されたとする｡ 著者の言う ｢現実｣ 又は ｢現実存在｣ は単なる自然的態度によって素朴に独断されてい
る事実, 或は科学によって抽象的客観的に構成される対象とは異なり, 主体即客体的, 内即外的, 動即静
的に生成躍動する存在である｡ 現実存在は著者によれば, 自覚存在以上のもので, 寧ろ前意識的生命的一
体感に深く根差している｡ 特に重要なのは, それは家族, 祖国, 教会等の種々なる人間関係の場に現れる
我汝の関係として現存すると言うことである｡ それは矛盾論理でなくて和解論理の立場, ｢講壇概念｣ と
しての哲学でなくて ｢世界概念｣ としての哲学の立場に立ち, 孤我自覚, 解釈学的認識主観の理解を遥か
に越えている｡ 著者は更にこの自己の見解の下に近代 ･現代の代表的哲学を論評して言う:確かにデカル
T･, カント, フィヒテの観念論的自我哲学は驚くべき仕方で近世的人間存在を開示した. 然しそれは今日
では, 我々には単に冷かな応答として存在するに過ぎない｡ 又近世レアリスムスー唯物論 ･ 自然主義 ･科
学的実証主義も一面的偏見抽象にとどまっている｡ 更に又絶対観念論も我汝の呼応に迫ることは出来なか
った｡ 現実存在は単なる我, 単なる汝, 単なる一個人だけで現成するのでなく, 個体的種的普遍的存在相
互間の同時呼応, 授受逢会を通して現成する｡ これに対して観念論的自我哲学の側から, かかる我汝の呼
応もその規定においては思惟によってなされる以上, 依然として ｢我考う｣ の範暗においてなされるとい











相互関係を考察する｡ 先ず家族 ･遊戯 ･学校の諸集団の特質を究め, 労働 ･職業の倫理を論じ, 次いで機
械技術文明と倫理の関係と言う重要な現代的倫理問題に対して, 楽観 ･悲観の何れにも偏しない公平冷静
な第三の批判的評価の立場の可能性を明らかにし, 更に国家の本質, 法と道徳, 政治と倫理の関係を述
べ, 最後に人類に対する国家の使命の倫理的内容を論じている｡
なお参考論文は ｢倫理学における社会性と実存性｣, ｢我が国の家庭における遺徳教育について｣, ｢倫理
現象と政治現象｣, ｢言語と倫理｣, ｢価値倫理学と実存倫理学序説｣, ｢倫理学教材 1 - 2 ｣, ｢倫理学｣, ｢教
養倫理学｣ の八篇より成り, それぞれ我汝の関係と社会倫理との相互関係を或は方法論上から, 或は具体
的問題の研究を通して解明している｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
倫理学が遺徳の人間関係的性格から見て, この関係の研究を最も重要な課題とすることは自明のことで
ある｡ ただこの自明のことが必ずしも常に倫理の根本問題として自覚されていなかった点に反省さるべき




ある｡ 著者はこの際, 近代から現代に至る代表的哲学に対して適切な観察と批判とを与えているが, 特に
シェ- ラーの倫理学と社会哲学の綿密な研究は少からぬ意義を有するo 著者はこの研究において, 一部の
哲学者によって理性主義的に歪められた実存の概念を生と情緒との関連において捉え, 人格を精神と生の






いる部分もある｡ 例えば, 政治の本質規定や国家目的の倫理的規定にこの不十分さが認められる｡ 然し全
体として見れば, 本論は著者の独自な倫理感と豊かな学識に裏付けられた幅の広い研究成果を示すものと
して高く評価さるべきである｡ よって本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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